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老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　

優
勝
杯
は
　
間
山
　
由
吉
さ
ん
（
福
島
）

　

６
月
19
日
㈯
「
藤
崎
児
童
公
園
」（
西
豊
田
一
丁
目
）
で

第
６
回
老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ

れ
た
。
会
員
の
親
睦
と
町
民
の
交
流
を
目
的
に
毎
年
開
い
て

い
る
。

　

参
加
者
40
名
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
員
31
名
、
一
般

参
加
者
９
名
）
が
集
合
し
た
。

　
舘
山
老
連
会
長
挨
拶　

　

今
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
事
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
こ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
皮
切
り
に
８
月
か
ら
は
、
ト
ラ
ン

プ
大
会
・
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
健
康
講
座
な
ど
を
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
日
の
練
習
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
２
回
や
っ
た
。
優
勝

す
る
つ
も
り
で
頑
張
り
ま
す
。（
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
笑
い
）

皆
さ
ん
も
優
勝
を
目
指
し
て
大
い
に
楽
し
ん
で
下
さ
い
。

　

続
い
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
長
の
佐
藤
昭て
る
お夫
氏
の
励

ま
し
の
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

―
参
加
者
全
員
が
「
ハ
イ
・
チ
ー
ズ
」
で
集
合
写
真
―

　

審
判
長
の
北
山
勝
芳
氏
か
ら
ル
ー
ル
説
明
の
後
、
ラ
ジ
オ

体
操
で
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
た
。

　

抽
選
で
競
技
グ
ル
ー
プ
を
決
め
、
12
ホ
ー
ル
を
２
回
の
計

24
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。
今
日
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
何
回

入
れ
る
か
分
ら
な
い
ぞ
‼
。
シ
ョ
ッ
ト
し
て
ホ
ー
ル
に
入
る

と
「
チ
ー
ン
」
と
音
が
し
て
心
地
よ
く
な
る
と
言
い
な
が
ら

所
定
の
場
所
に
散
っ
て
い
っ
た
。

　

一
回
目
が
終
わ
っ
て
10
分
間
の
休
憩
、
去
年
の
11
月
に
建

て
ら
れ
た
立
派
な
「
あ
ず
ま
や
」
で
水
分
補
給
な
ど
し
た
。

　

結
果
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
会
員
の
優
勝
は
、
間

山
由
吉
氏
（
福
島
）
が
優
勝
杯
を
獲
得
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
の
部
で
は
、
清
野
正
廣
氏
（
東
町
）
が
優
勝

し
た
。

　

優
勝
者 

間
山
由
吉
氏
の
コ
メ
ン
ト

令
和
３
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
例
年
で
あ
れ
ば
老
連
・
専

門
部
・
単
位
ク
ラ
ブ
で
事
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
の
影
響
で
殆
ほ
と
ん
ど
が
休
止
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。

左
表
は
、
６
月
１
日
現
在
、
令
和
３
年
度

の
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
会
員
数
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
が
、
会
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
い

て
い
ま
す
。
ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
数
も
１
ク

ラ
ブ
減
少
し
ま
し
た
。
理
由
は
水
木
地
区
に

第
一
と
第
二
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
し
た
が
、

「
白
秋
倶
楽
部
み
ず
き
」
に
統
合
し
て
一
つ

の
ク
ラ
ブ
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
の
方
々
は
、
引
き
続

き
会
員
増
強
に
留
意
し
、
新
会
員
加
入
の
呼

び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
表
は
、
令
和
３
年
度   

老
連
役
員
と
各
委
員
会
の
役
員

の
方
々
で
す
。

　「
か
な
り
練
習
し
て
い
る
の
で
良
い
シ
ョ
ッ
ト
が
で
き
た
。

昨
日
は
、
手
を
休
ま
せ
て
い
た
の
も
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ

た
よ
う
だ
。
今
日
は
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も
２
回
あ
っ
た
が
、

も
う
一
回
の
チ
ャ
ン
ス
も
あ
っ
た
り
絶
好
調
で
あ
っ
た
。」

　

最
後
に
、
老
連
副
会
長
神
昭
子
が
閉
会
宣
言
を
し
た
。

7　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 木 囲碁・将棋部 12:30
2 金 役員会 10:00
3 土

4 日

5 月 芸能部 12:00

6 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

７ 水

8 木 囲碁・将棋部 12:30
9 金

10 土

11 日

12 月
生け花部 10:30
ふじ健大OB会 13:00

13 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月 広報委員会 13:30
20 火

21 水

22 木 海の日
23 金 スポーツの日
24 土

25 日

26 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

27 火 囲碁・将棋部 12:30
28 水 茶道部 13:00
29 木 囲碁・将棋部 12:30
30 金 【白寿】配布日 17時以降

31 土

　　令和3年度 単位老人クラブ（会長名等）
令和3年6月1日現在

No. 会　　　名 会　長　名 男 女 会員計 新規会員
1 舟 場 若 葉 会 竹 内 義 浩 3 13 16 0
2 み つ や 長 寿 会 工 藤 祐 子 7 21 28 0
3 表 町 長 寿 会 高 木 清 志 11 19 30 3
4 仲 町 登 喜 和 会 竹 嶋 逞 子 1 14 15 0
5 曲 新 田 健 老 会 田 澤 順 子 6 18 24 0
6 本 町 木 挽 町 長 寿 会 佐 藤 和 夫 16 31 47 1
7 朝 日 町 延 寿 会 栩 内 武 志 20 38 58 2
8 舘 川 シ ニ ア 倶 楽 部 木 村 ト モ 子 7 19 26 6
9 下 町 延 寿 会 町 田 信 保 6 16 22 0

10 新 町 福 寿 会 土 岐 憲 一 6 21 27 1
11 横 町 寿 楽 会 加 藤 司 郎 2 9 11 0
12 伝 馬 喜 楽 会 佐 々 木 ト ミ ヱ 12 20 32 0
13 葛 野 長 寿 会 三 浦 登 美 子 2 39 41 3
14 藤 越 長 寿 会 葛 西 英 雄 7 17 24 0
15 中 島 千 寿 会 吉 本 時 秋 6 16 22 1
16 小 畑 長 寿 会 成 田 早 苗 8 16 24 0
17 矢 沢 長 寿 会 清 野 草 名 義 11 30 41 2
18 水 沼 延 寿 会 吉 田 兼 男 6 5 11 0
19 中 野 目 長 寿 会 神　　 ノ ブ 子 2 27 29 7
20 西 中 野 目 長 寿 会 石 井 哲 子 5 41 46 1
21 俵 舛 下 俵 舛 長 寿 会 横 嶋 正 信 12 27 39 1
22 柏 木 堰 老 喜 会 工 藤 義 夫 8 19 27 2
23 西 豊 田 豊 寿 会 北 山 勝 芳 19 32 51 0
24 東 町 シ ニ ア ク ラ ブ 白 戸 　 治 13 20 33 1
25 白 子 高 砂 会 相 坂 ナ ツ エ 7 8 15 0
26 白 秋 俱 楽 部 み ず き 猪 股 和 彦 27 28 55 6
27 福 島 第 １ 老 人 ク ラ ブ 古 川 慶 次 17 19 36 0
28 福 島 第 ２ 老 人 ク ラ ブ 間 山 由 吉 22 20 42 0
29 榊  壮 寿 会 第 １ 三 上 　 明 9 29 38 0
30 榊  壮 寿 会 第 ２ 坂 岡 　 明 24 33 57 0
31 常 盤 養 命 会 第 １ 三 上 　 一 23 22 45 1
32 常 盤 養 命 会 第 ２ 一 戸 　 了 25 20 45 4
33 三 ッ 屋 老 人 ク ラ ブ 齋 藤 剛 一 5 6 11 0
34 徳 下 徳 寿 会 三 浦 　 進 23 13 36 0
35 若 松 す こ や か ク ラ ブ 佐 々 木 栄 次 郎 9 24 33 3
36 久 井 名 舘 松 葉 会 佐 藤 キ ク ヱ 12 24 36 0
37 亀 田 悠 遊 会 高 木 伸 昌 10 11 21 0
38 福 舘 福 寿 会 對 馬 俊 秋 12 14 26 0
39 富 柳 和 楽 会 太 田 昭 三 6 22 28 3
40 若 柳 健 柳 会 榊 　 　 佳 子 6 7 13 0

合　　　　　計 433 828 1,261 48

令
和
3
年
度
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
及
び
会
員
数

令
和
３
年
度 

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会 

役
員

会

長

舘

山

新

一 

　

監

事

吉

田

兼

男　

副
会
長

山

内

誠

一

郎　
　

佐
々
木
了
子  　

木

村

美

智

子　
　

会

計

成

田　
　

始 　

   

神　
　
　

昭

子　
　

事
務
局

髙

木

洋

一　

令

和

３

年

度 

町

老

連

広

報

委

員

会 

委

員

委
員
長

大

川

雄

弘　

委

員

三

上

一
　

委

員

鳴

海　

諄　
　

三

上

道

子  　

清

水

稼

志

男　

舘

山

新

一　

令

和

３

年

度 

町

老

連

若

手

委

員

会 

委

員

委

員

長

加  

福      

哲     

三　

監

事

阿

部

和

恵　

副
委
員
長

佐　

藤　

文　

雄

浅　

利　

光　

子　

加

藤　

智  　

会

計

小
笠
原
タ
イ　

永　

田　

由
美
子

令
和
３
年
度 

藤
崎
町
老
連
女
性
部 

役
員

役

職
　

氏　
　
　

名　

役

職
　

氏　

名　

部

長

佐

藤

佳

丘

子 

理

事

田
澤
よ
し
子　

副
部
長

工

藤

祐

子 

神　
　

ノ
ブ
子　

佐

藤　
　

綠　

新

谷

カ

ツ　

理

事

水

谷

玲

子

高

木

敬

子

監

事

三

戸

カ

ズ　

佐

藤

キ

ク

ヱ

齋
藤
君
子  　

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

総

務

佐
藤
佳
丘
子 

兼
務

淸

野

チ

ル

子

会

計

榊　
　

佳　

子　

グラウンド・ゴルフ部員の部
順位 氏　名 打数 1打 ２打
優 勝 間山　由吉 56 2 ９
準 優 勝 神　 昭 子 58 １ 10
3 位 浅利　光子 58 1 10
4 位 葛西　鉄美 59 １ ９
５位 佐藤　昭夫 59 0 15
6 位 北山　勝芳 60 1 9
７位 泉田　裕明 61 0 12
８位 浜田　義徳 62 2 4
9 位 伊藤　定範 63 0 11
10 位 成田　京子 64 ０ 10

一　般　参　加　の　部
順位 氏　名 打数 1打 ２打
優 勝 清野　正廣 65 １ 7
準 優 勝 平山　久雄 69 １ 2
3 位 加福　哲三 78 ０ ５
4 位 小林　輝彦 78 ０ ４
５位 加福　孝二 79 ０ 4
6 位 三 上　 一 83 ０ ４
７位 小林　明美 84 ０ ４
８位 三上　道子 85 ０ ３
9 位 山内誠一郎 89 ０ ３

梅雨

令和3年度 藤崎町老人クラブ加入状況
男 女 合計

  60~99歳人数 2,466人 3,452人 5,918人 
老連加入者数 433人 828人 1,261人
老連加入率 17.56% 23.99% 21.31%

一般の部優勝   清野正廣氏 部員の部優勝   間山由吉氏ナイスショット



（2） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿第 190 号 令和 3年 7月 1日㈭発行

　
原
　
文

　

干ほ
し

鰯か

魚
腸
乾
苔
蠃
子
蝦

　

蛄
糠
油
絞
粕
藁
灰
等
也

　

就
中
米
者
籾
芽
出
摘

　

田
撒
付
苗
代
鳴
子
案
山

　

子
堀
浚
水
曳
水
口
抜
場

　
読
み
下
し
文

干ほ
し

鰯か 

魚う
お
の
わ
た腸 

乾あ
お
さ苔 

蠃さ

く

ご子  

蝦さ

蛄こ  

糠ぬ
か 

油あ
ぶ
ら
し
ぼ
り
か
す

絞
粕  

藁わ
ら
ば
い灰
等と
う
な
り也

就な
か
ん
ず
く中

米
者は 

籾も
み

芽め
だ
し出 

摘つ
み

田た 

撒ま
き
つ
け付  

苗な
わ
し
ろ代 

鳴な
る
こ子  

案か

か山

子し

堀ほ
り
さ
ら
え浚

水み
ず
ひ
き曳

水み
な
ぐ
ち口

抜ぬ
き
ば場

海
野
比
呂
子

大
森
の
環
状
列
石
は
ろ
ば
ろ
と

　
　
　

聳
ゆ
る
岩
木
嶺
そ
よ
げ
る
若
葉

浅
利　

茂
雄

日
本
一
大
き
な
局
の
ア
ナ
達
が

　
　
　

毎
日
続
く
嘘
の
日
本
語

藤
村
み
ち
女

ふ
る
里
の
潮
の
香
恋
て
侘
め
ど

　
　
　

重
た
き
ヤ
マ
セ
そ
れ
さ
え
阻
む

清
水
稼
志
男

リ
ン
ゴ
「
ふ
じ
」
誕
生
八
十
年
祝
す

　
　
　

役
場
に
町
花
「
藤
」
の
花
咲
く

　

ー
無
駄
と
必
要
の
間
ー　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

今
回
の
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
、
以
前
の
サ
ー
ズ
、
マ
ー
ズ
等

の
疾
患
を
経
験
し
た
後
に
や
っ
て
き
た
肺
炎
を
伴
う
病
気
で

あ
る
。
治
療
や
、
予
防
の
た
め
に
、
必
要
で
あ
る
マ
ス
ク
・

ゴ
ム
手
袋
等
は
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
品
薄
と
な
り
、
そ
し
て

価
格
は
高
騰
し
、
争
奪
合
戦
の
様
相
を
呈
し
た
。
こ
れ
ら
の

製
品
は
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
我
々
医
療
関
係
者
に
は
問
題
な

く
安
価
に
供
給
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
感
染
症
の
発
生

と
共
に
ま
た
た
く
間
に
不
足
感
（
品
薄
）
を
覚
え
た
。
普
段

は
医
療
行
為
を
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
製
品
が
我
々
の
治
療

時
に
、
全
く
無
く
な
っ
て
困
っ
た
事
態
に
は
陥
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
っ
た
。
理
由
の
一
つ
は
、
政
府
や
医
師
会
・
歯
科
医

師
会
、
ま
た
、
篤
志
家
な
ど
が
時
々
手
を
差
し
の
べ
て
く

れ
、
必
要
な
分
量
を
確
保
し
て
く
れ
た
こ
と
が
大
き
い
と
思

う
。
こ
れ
ら
の
製
品
は
、
普
段
か
ら
必
要
と
し
て
い
る
の
で
、

日
頃
よ
り
少
々
多
め
に
在
庫
は
し
て
い
る
が
、経
済
（
経
営
）

の
事
を
考
え
る
と
、
際
限
な
く
倉
庫
に
眠
ら
せ
る
わ
け
に
も

い
か
な
い
。
更
に
、
コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
り
普
段
は
使
用
し
な

い
一
般
の
方
々
も
こ
の
競
争
に
参
加
し
た
の
が
（
特
に
マ
ス

ク
使
用
）
益
々
争
奪
戦
に
拍
車
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
必
要
＝
ど
う
し
て
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
必

ず
要
る
。
無
駄
＝
役
に
た
た
な
い
余
計
な
こ
と
。
と
辞
書
に

載
っ
て
い
る
。
こ
の
無
駄
の
方
で
あ
る
が
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

が
〝
改
善
〟
と
称
し
て
部
品
等
の
在
庫
を
多
く
抱
え
込
ま
な

い
で
、
必
要
な
時
に
間
に
合
わ
せ
た
方
が
経
済
的
に
得
で
あ

る
と
唱
え
た
。
通
常
は
確
か
に
そ
の
通
り
で
あ
り
、
私
も
流

通
が
滞
と
ど
こ
おる

事
の
無
い
経
済
活
動
の
中
に
於
い
て
は
、
手
袋
や

マ
ス
ク
が
不
足
す
る
と
は
考
え
も
し
な
か
っ
た
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
も
、
ネ
ジ
、
バ
ネ
、
ブ
レ
ー
キ
等
の
部
品
が
手
に
入
ら

な
い
と
考
え
も
せ
ず
、
工
場
で
生
産
を
し
て
い
る
筈は
ず

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
昨
年
春
か
ら
の
経
験
は
、
如
何
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

私
の
医
院
に
隣
接
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
が
あ
る
が
、
コ
ロ

ナ
発
生
と
共
に
、
早
朝
か
ら
マ
ス
ク
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

行
列
を
し
て
い
た
。
基
礎
疾
患
を
持
っ
た
患
者
さ
ん
達
は
、

掛
か
り
つ
け
医
に
行
く
の
に
マ
ス
ク
を
し
な
い
と
ま
ず
い
ら

し
く
、
手
に
入
れ
る
の
に
必
死
で
あ
っ
た
。

　

窮
状
を
訴
え
た
方
に
私
の
手
元
の
無
け
な
し
の
中
か
ら
、

数
枚
を
分
け
た
事
も
あ
っ
た
。
物
品
は
こ
の
よ
う
に
、
時
の

情
勢
に
よ
り
急
激
に
事
情
が
変
化
す
る
。
そ
ん
な
こ
と
を
、

皆
様
一
人
ひ
と
り
は
、
強
く
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
メ
ー
カ
ー
の
生
産
活
動
が
活
発
化
し
、
今
で
は
落
ち
着

き
を
見
せ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
方
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

医
師
・
看
護
師
な
ど
の
人
材
は
、
工
場
で
生
産
活
動
を
す
る

よ
う
に
は
い
か
な
い
。
今
、
首
都
圏
な
ど
に
は
、
医
師
・
看

護
師
・
ベ
ッ
ド
・
救
急
の
た
め
の
器
材
等
が
不
足
し
て
い
る
。

機
器
等
も
お
い
お
い
補
え
る
も
の
と
思
う
が
、
そ
れ
を
使
用

す
る
医
師
・
看
護
師
は
、
こ
れ
こ
そ
お
い
そ
れ
と
は
教
育
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
医
師
は
、
普
通
で
も
６
年
の
大
学
生
活

に
プ
ラ
ス
し
て
、
専
門
の
技
能
や
経
験
が
必
要
と
な
る
。
看

護
師
も
同
様
に
、
４
年
間
の
在
学
と
専
門
職
の
経
験
が
必
要

と
な
る
。
特
に
重
篤
な
患
者
に
は
、
人
数
も
多
く
必
要
で
、

と
て
も
奮
闘
を
し
て
い
る
。
で
は
、
専
門
職
の
ス
タ
ッ
フ
を

ど
れ
位
確
保
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
？
緊
急
時
と
通
常
時

で
は
、
ま
る
で
そ
の
数
は
違
う
で
あ
ろ
う
。
多
分
誰
に
も
、

答
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
潤
沢
な

数
は
欲
し
い
だ
ろ
う
が
、
ま
ず
は
人
件
費
等
を
考
え
る
と
二

の
足
を
踏
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
何
か
事
が
あ
る
時
の
為

に
準
備
す
る
こ
と
は
、
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
に
対

し
ど
れ
だ
け
と
い
う
と
答
え
は
難
し
い
と
思
う
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
感
染
症
専
門
の
知
識
を
持
っ
た

方
々
が
、
毎
日
の
よ
う
に
、
テ
レ
ビ
に
顔
を
出
し
て
い
る
。

よ
く
こ
れ
だ
け
の
先
生
方
が
い
る
も
ん
だ
と
、
つ
く
づ
く
感

心
さ
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
コ
メ
ン
ト
の
的
確
な
こ
と
も

有
り
難
か
っ
た
。

　

さ
て
、
物
品
と
マ
ン
パ
ワ
ー
と
は
別
の
物
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
今
回
の
こ
と
で
、
そ
の
過
不
足

は
急
激
に
や
っ
て
く
る
こ
と
も
経
験
し
た
。
こ
れ
に
備
え
る

た
め
の
準
備
の
難
し
さ
も
十
分
に
理
解
し
た
。
そ
こ
で
重
要

な
こ
と
に
思
う
の
は
、
多
少
の
無
駄
も
時
に
は
必
要
で
あ
り
、

こ
れ
を
抱
え
る
程
の
余
裕
が
、
国
民
生
活
に
豊
か
さ
を
与
え

る
の
で
は
な
い
か
！
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
に
出
来
の
良
い
と
思
え
な
い
私
の
頭
で
こ
こ
ま
で

考
え
が
及
ん
だ
が
、
皆
様
は
如
何
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
で
次
の
緊
急
時
に
慌
て
な
い
為
に
一
考
し
て
み
て
は
。

　
　

詩　
　
　

表
町　

藤
本　

ち
ゑ　

春
ら
ん
ま
ん
の
花
に　

若
き
日
を
思
ひ

夏
は
う
ら
ぼ
ん
の
香
煙
に　

亡
き
人
を
偲
ぶ

秋
は
満
月
に　

孫
の
面
影
を
う
か
べ

冬
は
雪
の
冷
た
さ
に　

世
の
無
情
を
感
ず

生
を
あ
き
ら
め    

死
を
あ
き
ら
む
る
に
あ
ら
ね
ど

夕
べ
に
心
身
の
安
ら
ぎ
を
謝
す

　

藤
崎
小
唄

表
町　

藤
本　

ち
ゑ　

（
山
形
小
唄
の
曲
で
お
う
た
い
下
さ
い
）

一
、
ハ
ア
ー

春
の
藤
崎 

ヨ
イ
ト
サ
ノ
セ

り
ん
ご
の
花
ざ
か
り

色
と
恋
と
の 

ふ
じ
・
デ
リ
シ
ャ
ス  
世
界
一

ふ
じ
さ
き
ふ
じ
さ
き 

り
ん
ご
町

ふ
じ
さ
き
住
み
よ
い 

良
い
と
こ
ろ

二
、
ハ
ア
ー

夏
の
平
川
ヨ
イ
ト
サ
ノ
セ

花
火
の
星
が
ふ
る

灯
ろ
う
流
し
の
火
が 

ゆ
れ
る
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
に

ふ
じ
さ
き
ふ
じ
さ
き 

り
ん
ご
町

ふ
じ
さ
き
明
る
い 

良
い
と
こ
ろ

三
、
ハ
ア
ー

秋
は
取
り
い
れ 

ヨ
イ
ト
サ
ノ
セ

り
ん
ご
に
お
米

愛
と
融
和
の 

文
化
祭
さ
あ
お
い
で　

ふ
じ
さ
き
ふ
じ
さ
き 

り
ん
ご
町

ふ
じ
さ
き
豊
か
な 

良
い
と
こ
ろ

四
、
ハ
ア
ー

冬
の
平
川 

ヨ
イ
ト
サ
ノ
セ

白
鳥
が
飛
ぶ
よ

岩
木
の
お
山
に
照
り
映
え
て

し
あ
わ
せ
の
シ
ン
ボ
ル
よ

ふ
じ
さ
き
ふ
じ
さ
き 

り
ん
ご
町

ふ
じ
さ
き
す
み
よ
い 

良
い
と
こ
ろ

　

先
月
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
記
事
の
為
、
休
み
し
ま
し
た
。　

　

先
回
の
内
容

　

農
地
（
田
）
に
関
す
る
土
手
や
水
路
に
関
す
る
堰
板
や
水

口
・
羽
口
を
修
理
す
る
事
は
勿
論
、
目
論
見
帳
（
年
次
計
画

書
）
に
年
次
計
画
を
立
て
必
要
な
物
を
分
別
し
、
そ
れ
に
必

要
な
費
用
を
書
き
出
す
よ
う
求
め
て
い
る
。

　

内
容
は
肥
料
の
種
類
（
下
肥
・
馬
糞
や
踏
み
草
）
で
、
今

回
は
そ
れ
に
続
き
、
干ほ
し

鰯か

・
魚
う
お
の
わ
た腸 

・
乾あ
お
さ苔 

・
蠃さ

く

ご子
・  
蝦さ

蛄こ

・ 

糠ぬ
か 

油あ
ぶ
ら
し
ぼ
り
か
す

絞
粕 

・ 

藁わ
ら
ば
い灰
等
を
あ
げ
て
い
る
。

　

続
い
て
米
作
全
般
に
関
す
る
作
業
等
の
経
費
計
上
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
。

  

主
な
語
句
の
説
明

干ほ
し
か鰯　

＝
乾
燥
し
た
鰯
い
わ
し

。
最
も
重
要
な
肥
料
で
あ
っ
た
。

 

乾あ
お
さ苔　

＝
乾
燥
さ
せ
た
海
藻
類
。

蠃さ

く

ご子　

＝
小
魚
類
の
こ
と
。　

蝦さ

蛄こ

　
＝
雑
魚
・
じ
ゃ
っ
こ

糠ぬ
か 

油あ
ぶ
ら
し
ぼ
り
か
す

絞
粕
＝
ぬ
か
油
の
絞
り
か
す
や
菜
種
の
絞
り
か
す
。

摘つ
み

田た

　
＝
湿
田
に
籾
を
直じ
か
ま播
き
し
、
苗
を
間
引
き
す
る
田
。

鳴な
る
こ子　

＝
音
を
出
し
て
鳥
獣
を
追
い
払
う
道
具
。

案か

か

し
山
子
＝
鳴
子
と
同
様
に
鳥
獣
を
脅
し
追
い
払
う
人
形
。

◇
◇
　
短
　
歌
　
◇
◇
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